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　高齢期を楽しく、生きがいをもって、安心して暮らしていくためには、健康で自立し、
身近な仲間と支え合いながら、住みよい地域づくりを進めていくことが必要です。
　シニアクラブは、発足当初から「健康」「友愛」「奉仕」の活動に取り組んできました。
　少子・高齢化、現役世代の減少が進むなか、人生 100 年時代を迎えた今日、シニアク
ラブ活動に対する社会的な期待は、ますます大きくなっています。
　私たちはこれからもこの運動の成果を継承し、本格化する超高齢社会を明るく、豊かで活力あるものにす
ることを目指して、高齢者自らが取り組む「健康」「友愛」「奉仕」の三大運動の一層の推進を図りましょう。

長
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ニ
ア
ク
ラ
ブ
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義
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を
知
っ
て
い
た
だ
き
、自
治
会
員
の

皆
さ
ん
に
も
広
げ
て
も
ら
い
、会
員

へ
の
加
入
を
促
し
て
も
ら
う
。ま
た
、

自
治
会
の
大
会
等
の
際
に
は
我
々
も
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加
し
て
、「
協
力
体
制
」を
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っ
て
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け
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ら
と
切
に
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っ
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。

こ
れ
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も
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の
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様
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す
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和
７
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静
岡
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。
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は
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に
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し
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だ
け
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と
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思
っ
て
い
ま
し
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残
念
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ゆ
き
ま
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で
し
た
。

と
同
時
に
会
員
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減
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。
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も
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。
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取
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岡
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て

全国老人クラブ連合会 健康・友愛・奉仕（全国三大運動）
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令
和
７
年
度
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡

市
（
一
般
社
団
法
人
静
岡
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
）
の
第
15
回
定
時
総
会

が
、
令
和
７
年
４
月
25
日
、
中
央
福

祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
は
、（
１
）

鈴
木
榮
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
会
長

の
開
会
挨
拶
に
引
き
続
き
、（
２
）

来
賓
祝
辞
を
次
の
お
二
人
か
ら
い
た

だ
き
ま
し
た
。
松
下
龍
一
市
健
康
福

祉
長
寿
局
次
長
、
三
重
野
隆
志
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
、（
３
）
鈴
木
会

長
が
議
長
に
就
任
、（
４
）
議
事
開

始
と
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
時
総
会
に
提
案
さ
れ
た
議

案
は
、
第
１
号
議
案
令
和
６
年
度
事

業
報
告
及
び
収
支
決
算
、
第
２
号
議

案
令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
の
２
議
案
で
す
。
内
田
事
務
局

長
か
ら
議
案
の
提
案
説
明
、
鈴
木
健

仁
監
事
か
ら
監
査
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
鈴
木
議
長
か
ら
議
案
の
承
認

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
議
案

も
提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
は
、
全
国
三
大
運
動

の
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
各

種
事
業
を
展
開
し
、
健
康
づ
く
り

仲
間
づ
く
り
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
も
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
楽
し
さ
良
さ
を
ま
わ
り
の
未
加
入

の
仲
間
に
積
極
的
に
声
か
け
し
て
伝

え
、
会
員
増
強
に
取
り
組
ん
で
行
き

ま
し
ょ
う
。
今
回
は
初
め
て
の
試
み

と
し
て
、
静
岡
歯
科
医
師
会
清
水
寿

哉
会
長
に
よ
る
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
の
予
防
に
つ
い
て
」
の
記
念
講
演

会
を
行
い
ま
し
た
。
口
腔
機
能
低
下

を
原
因
と
す
る
、
フ
レ
イ
ル
や
要
介

護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の
貴
重
な

お
話
を
伺
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
る
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令

定
予
事
行
な
主
度
年
７
和

市
老
連

事　業　名 実　施　日 場　所 予備日
定時総会 4 月 25 日（金） 中央福祉センター
新任会長研修会 7 月 7 日（月） はーとぴあ清水
三区女性会員合同交流会 7 月 8 日（火） はーとぴあ清水
輪投げ大会 8 月 20 日（水） 中央体育館
グラウンド・ゴルフ大会 10 月 3 日（金） ちゅ～るスタジアム清水 10 月 10 日（金）
会員交流ウォーキング 11 月 28 日（金） 舘山寺大草山（浜松市）
シニアクラブ大会 12 月 5 日（金） グランシップ
ペタンク大会 12 月 12 日（金） 中島浄化センター 12 月 19 日（金）

葵

区

事　業　名 実　施　日 場　所 予備日
グラウンド・ゴルフ大会 5 月 21 日（水） 松富スポーツ広場
輪投げ大会 6 月 20 日（金） 中央体育館
スポーツ大会 9 月 17 日（水） 中央体育館
ペタンク大会 10 月 15 日（水） 松富スポーツ広場 10月22日（水）
葵区・駿河区合同作品展 11月12日（水）～16日（日） 市民ギャラリー
葵区・駿河区合同芸能発表会＆
リフォームファッションショー

令和 8 年 2 月 16 日（月） グランシップ

駿
河
区

事　業　名 実　施　日 場　所 予備日

グラウンド・ゴルフ大会 5 月 23 日（金） 中島浄化センター
輪投げ大会 6 月 11 日（水） 中央体育館
スポーツ大会 9 月 18 日（木） 中央体育館
ペタンク大会 10 月 14 日（火） 中島浄化センター 10月21日（火）
葵区・駿河区合同作品展 11月 12 日（水）～16 日（日） 市民ギャラリー
葵区・駿河区合同芸能発表会＆
リフォームファッションショー 令和 8 年 2 月 16 日（月） グランシップ

清
水
区

事　業　名 実　施　日 場　所 予備日
クロッケー大会 5 月 16 日（金） ちゅ～るスタジアム清水
輪投げ大会 6 月 19 日（木） 清水総合運動場体育館
ボウリング大会 7 月 3 日（木） 狐ヶ崎ヤングランドボウル
リフォーム＆ふれあいコンサート 8 月 24 日（日） はーとぴあ清水
グラウンド・ゴルフ大会 9 月 19 日（金） ちゅ～るスタジアム清水 9 月 25 日（木）
スポーツ大会 10 月 16 日（木） ちゅ～るスタジアム清水 10月24日（金）
三保松原清掃 10 月 31 日（金） 三保松原
清水福祉総合文化祭作品展 11 月 7 日（金）～10 日（月） はーとぴあ清水
福祉のまつり 11 月 9 日（日） 清水マリンパーク
ペタンク大会 11 月 14 日（金） ちゅ～るスタジアム清水 11月21日（金）
芸能発表会 令和 8 年 1 月 20 日（火） 清水文化会館マリナート
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　令和 7 年 2 月 7 日（金）静岡市民文化会館 中ホールにて開催さ
れました。
　芸能発表会は午前と午後の 2 部形式で踊り、芝居、合唱等に 21
組が出演しました。出演者の真剣な仕種や笑いを誘う所作に拍手
喝采でした。リフォームファッショーは 9 名が古い着物等を現代
風にアレンジし、いかにも得意気に披露する様は見事でした。大
会は大 成 功で
し た。 出 演 者
の 皆 様、 関 係
者 の 皆 様、 ご
苦労様でした。

（杉浦　俊男）　

葵区・駿河区 合同芸能発表会 & リフォームファッションショー

仲間の演技に拍手喝采！ 清水区芸能発表会
令和６年12 月 20 日 清水文化会館マリナート

　日舞・民謡・コーラス等 24 の演目。ステージ衣裳も
晴れやかで、地域の特色を活かした創作舞踊では手作り
の大道具もあり見ても楽しい発表会でした。会場からは
仲間の熱心な演技に大きな拍手。出演者の皆様、衣裳、
大道具作りにご協力して下さった皆様、ありがとうござ
いました。（西ヶ谷光男）
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　薄い雲が直射日光をさえぎり、絶好のスポーツ日和の５月
21 日（水）に、葵区グラウンド・ゴルフ大会が松富スポーツ
広場で開催されました。143 名の参加者が 12 ホールを２ラウ
ンド戦い熱戦を展開しました。
　ホールインワン達成の歓声、ボギーをたたいて落胆する声の
中で大会は無事終了しました。なお、今回の成績上位 60 名（男
女各 30 名）は静岡市大会へ出場できます。（杉浦　俊男）

　梅雨の時期ですが、幸いにも好天に恵まれ、第 20 回葵区輪投
げ大会が、６月 20 日（金）静岡市中央体育館で開催されました。
　５人１組で２ゲーム投げ、各チームの総得点で順位を競いま
した。
　30 チームが参加し、全員笑顔と拍手の中、無事終了しました。
　なお、上位 15 チームが８月 20 日（水）静岡市大会へ出場し
ます。選手の皆様、関係者の皆様ご苦労様でした。（杉浦　俊男）

ॱɹҐ ɹ໊ࢯ ֶ஍۠ Ϋϥϒ໊ είΞ
༏ɹউ ๬月ɹত࣏ ҆ɹ౦ ͞Θ΍͔Ϋϥϒ ��
४༏উ ܄୩ɹɹࢁ ඒɹ和 Լ༩ઍणձ ��
̏ɹҐ 工島　理廣 ඒɹ和 ଍ٱอੜ͖ੜ͖Ϋϥϒ �7

男性の部

ॱɹҐ ɹ໊ࢯ ֶ஍۠ Ϋϥϒ໊ είΞ
༏ɹউ ࣲాΧϤࢠ ҆ɹ౦ ͞Θ΍͔Ϋϥϒ ��
४༏উ ࢠຊΏりࢁ ෰ɹ৫ ͍Ζり͹ͨձ �7
̏ɹҐ ্ଜɹඒࢬ ඒɹ和 ҆ഒޱඦणձ ��

女性の部

大
会
結
果

ナイスショット

西奈強し！　第 20 回葵区輪投げ大会
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第12 回葵区グラウンド・ゴルフ大会

優勝した「むつみ会」の皆さん
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熱気満々グラウンド・ゴルフ大会

　6 月 11 日（ 水 ）に 静 岡
市中央体育館において輪
投げ大会が行われました。
　39 チ ー ム 195 名 が 参
加し 2 ～ 3 チームずつ 14
台にわかれて高得点を目
指しました。梅雨になっ
て蒸し暑さも増していま

したが、ゲームが始まると暑さも忘れて、日頃
の練習の成果を発揮しようと 1 投 1 投に集中
しました。上位 15 チームは 8 月の市大会に出
場します。（戸塚　享）

大会結果
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　第 12 回駿河区Ｇ・Ｇ大会が、５月 23 日（金）に静岡
市中島浄化センター多目的広場で開催されました。大会
参加者 183 名（男子 95 名、女子 88 名）が出場、10
ホール２ラウンドで熱戦を繰り広げました。当日は風が
強く吹き試合は、苦戦。しかしここ一番で日頃の練習の
成果を発揮。どこ吹く風と和
気あいあいと無事ゲームを終
了しました。今大会上位男女
各 30 名が市の大会に参加し
ます。頑張って下さい。

（菊地　浩）

第 20 回駿河区輪投げ大会　梅雨空を吹き飛ばす
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会場は冷房で快適！

　心配された雨もなく、前日保体専門委員・協力委員が準備して下
さったおかげで、スムーズに大会を進めることが出来ました。審判
数の関係で１回戦は男女半数ずつの進行でした。グラウンドも砂地
のため「ブレーキがかかり、普段の実力が発揮出来なかった」と、
いう方も。練習会場との差も多少あるようにも思えましたが、大事
な時に OB が出たり、熱戦で大いに盛り上がりました。（西ヶ谷光男）
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ձɹ৔ɾͪΎʙΔελδΞϜਗ਼ਫୈ̎ٿ৔
Ճऀɾ�7ࢀ ஍۠�ɺબख ��� ໊

第 16 回清水区クロッケー大会

第 10 回清水区輪投げ大会

氏　名 地　区 順　位 氏　名 地　区
松下　静雄 折　戸 優　勝 松永恵美子 飯　田
川口　　明 船　越 準優勝 大石　靖子 岡
石原　　誠 江　尻 ３　位 横山　延子 入　江
池田　利𥙿 不二見 ４　位 西ヶ谷清子 庵　原
三浦　一則 江　尻 ５　位 高橋由美子 高　部
大津　弘恵 折　戸 ６　位 伊藤　一美 岡

男性の部 女性の部

大
会
結
果

氏　名 地　区 年 齢
松永　昌代 辻 90
高山　久夫 入　江 90
法月ひろ子 浜　田 90
梨本　和江 岡 90

氏　名 地　区 年 齢
堀内みね子 駒　越 90
堀　　保雄 折　戸 91
青野トキ子 高　部 90
堀内　賢三 庵　原 90

90 歳以上記念メダル授与者（１人１回のみ受賞）

力み過ぎて OB 連発 !!

։࠵೔ɾ�月 �� ೔ʢ໦ʣ
ձɹ৔ɾਗ਼ਫ૯߹ӡಈ৔ମҭؗ

　真夏並の暑さが続く中、各地区から選抜された 36 チームが参加。
１ゲーム２セットを４ゲーム、総得点で順位を競いました。ベテラ
ンの上級者は９点を連発してチームが盛り上がっていました。得点

集計で５位と６位が同点のため２チームで
プレーオフを実施し順位を決めました。上

位 18 チームは市の大会
に出場します。（菅　善紀）

ॱɹҐ ஍ɹ۠ νʔϜ໊ ಘɹ఺
༏ɹউ ༝ɹൺ ༝ൺ 5 ���
४༏উ ෆೋݟ ෆೋݟ " ���
̏ɹҐ ۨɹӽ ۨӽ " ��7
̐ɹҐ Ԭ ԬγχΞ " ���
̑ɹҐ ધɹӽ ೆ໼෦ " ���
̒ɹҐ ෆೋݟ ෆೋݟ # ���

大会結果

優勝した
由比Tチームの皆さん
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浅
間
神
社
、
賎
機
山
か
ら
安
倍
川

寄
り
に
位
置
す
る
安
西
学
区
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
は
、
片
羽
町
長
寿
会
、
水
道

町
福
寿
会
、
神
明
町
長
寿
会
、
末
広

町
末
広
会
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
若
松

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
会
員
数
は

１
６
５
名
で
す
。

ご
多
聞
に
も
れ
ず
会
員
の
高
齢
化

が
進
ん
で

お
り
ま
す

が
、
人
生

百
歳
超
時

代
を
迎
え

て
い
る
中
、

私
共
高
齢

者
が
こ
れ

か
ら
10
年
、

20
年
の
人

わ
が
ク
ラ
ブ
の
親
睦
活
動

安
西
学
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長

新
庄

睦
男

生
を
楽
し
む
た
め
に
、
よ
く
食
べ
、

よ
く
運
動
を
し
、
良
く
眠
り
、
そ
し

て
外
へ
出
て
地
域
の
方
々
と
の
交
流

を
深
め
、
心
身
両
面
に
亘
っ
て
の
健

康
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
積

極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
各
単
老
の
活
動
例
を
申

し
上
げ
ま
す
と
、
ま
ず
、
浅
間
神
社

の
地
元
の
片
羽
町
長
寿
会
で
は
氏
子

と
い
う
こ
と
も
あ
り
廿
日
会
祭
へ
の

参
加
に
備
え
、
１
週
間
に
一
度
は
踊

り
の
稽
古
に
励
ん
で
お
り
、
年
２
回

発
表
会
を
催
す
な
ど
日
頃
の
成
果
を

披
露
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
神
明
町
長
寿
会
で
は
、
女
性

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な
っ

て
、
給
食
の
お
手
伝
い
や
放
課
後
こ

ど
も
教
室
を
６
月
、
８
月
、
３
月
を

除
い
て
毎
月
開
催
し
て
お
り
、
地
域

と
の
結
び
つ
き
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

つ
い
で
、
若
松
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

若
松
は
、
芸
達
者
が
多
く
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
ど
自
慢
鐘
三
つ
の
カ
ラ
オ
ケ
達
人

を
は
じ
め
、
男
装
の
麗
人
や
女
装
変

身
の
プ
ロ
な
ど
多
士
済
済
、
食
事
会

で
の
演
芸
大
会
は
い
つ
も
大
爆
笑
、

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
末
広
町
末
広
会
は
、
自
治

会
と
協
調
し
て
、
年
２
回
の
そ
ば
打

ち
や
８
月
の
夜
店
市
、
神
明
宮
祭
典

に
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、
水
道

町
福
寿
会
も
川
除
地
蔵
の
清
掃
な
ど

自
治
会
行
事
に
協
力
し
地
域
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
活
動

を
通
じ
て
地
域
と
の
交
流
を
深
め
、

会
員
増
強
に
繋
げ
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
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洋
光
台
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
駿
河

湾
を
一
望
す
る
団
地
の
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
で
三
二
年
目
、
会
員
数
三
六
名
、

平
均
年
齢
は
八
〇
歳
を
越
え
る
ク
ラ

ブ
で
す
。
静
岡
県
外
の
出
身
者
が
比

較
的
多
い
洋
光
台
で
は
、
多
く
の
会

員
が
「
終
の
棲
家
」
と
し
て
洋
光
台

に
落
ち
着
き
、
仲
間
を
求
め
て
、
毎

日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
は
月
一
回
の
交
流
会

と
サ
ー
ク
ル
活
動
の
ほ
か
、社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
他
団
体
と
連
携
し
て
、

で
ん
伝
体
操
、太
極
拳
、グ
ラ
ウ
ン
ド

会
員
相
互
の
親
睦
を
大
事
に
!!

大
谷
学
区

洋
光
台
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

会
長

岡
本

譲
治

ゴ
ル
フ
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
中
で
、
交
流
会
は
、
文
化
教

養
・
環
境
・
防
災
・
健
康
福
祉
・
音

楽
絵
画
・
社
会
見
学
な
ど
幅
広
い
分

野
を
「
ほ
ぼ
自
前
で
で
き
る
人
材
」

が
揃
っ
て
い
る
事
を
自
認
し
て
お
り

ま
す
。

次
に
特
色
あ
る
サ
ー
ク
ル
活
動
を

三
つ
紹
介
し
ま
す
。

①

一
〇
年
目
を
迎
え
る
「
う
た
ご

え
サ
ロ
ン
」
は
、
歌
っ
て
・
語
っ
て
・

い
き
い
き
シ
ニ
ア
・
ラ
イ
フ
を
モ
ッ

ト
ー
に
町
内
在
住
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

伴
奏
で
、
季
節
の
歌
や
日
本
の
抒
情

歌
・
唱
歌
、
外
国
の
民
謡
な
ど
を
、

た
っ
ぷ
り
一
時
間
半
合
唱
す
る
企
画

で
す
。
と
て
も
好
評
で
、
近
隣
自
治

会
の
方
の
参
加
も
あ
り
毎
回
盛
況
で

す
。
最
近
で
は
独
唱
や
洋
光
台
混
声

合
唱
団
有
志
と
の
コ
ラ
ボ
も
行
っ
て

い
ま
す
。

②

ア
ー
ト
な
ク
ラ
ブ
は
九
年
目
で

す
が
、
果
物
・
人
物
・
ガ
ラ
ス
容
器
・

風
景
な
ど
を
題
材
に
、
気
楽
な
雰
囲

気
で
自
由
に
活
動
し
て
お
り
、
駿
河

区
の
シ
ニ
ア
作
品
展
の
常
連
で
す
。

③

素
読
を
楽
し
む
会
は
三
年
目
で

す
が
、
主
に
「
論
語
と
日
本
文
学
の

名
文
」
を
大
き
な
声
で
読
ん
で
い
ま

す
。
音
読
は
脳
の
活
性
化
や
老
化

防
止
に
有
効
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
効
果
の
ほ
ど

は
さ
て
置
き
、
声

を
出
し
て
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

明
る
く
楽
し
い

シ
ニ
ア
・
ラ
イ
フ

を
謳
歌
す
る
た
め

に
、
今
後
と
も
充

実
し
た
親
睦
活
動

を
推
進
し
て
行
く

つ
も
り
で
す
。
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三
保
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

は
、
4
ク
ラ
ブ
会
員
数
１
０
０
名
足

ら
ず
の
少
数
ク
ラ
ブ
で
す
。

三
保
の
松
原
か
ら
見
え
る
富
士
山

は
、「
世
界
文
化
遺
産
」
に
登
録
さ

れ
て
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
こ
の
雄
大
な
富
士
山

を
見
な
が
ら
日
々
活
動
を
し
て
い
ま

す
。私

た
ち
が
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し

奉
仕
活
動
で
団
結
力
ア
ッ
プ

三
保
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

前
会
長

上
野

正
芳

て
、平
成
の
時
代
か
ら
受
け
継
い
で
、

現
在
も
継
続
し
て
い
る
活
動
が
「
三

保
の
松
原
」
周
辺
の
清
掃
で
す
。
月

2
回
、
第
2
・
第
4
の
月
曜
日
１
グ

ル
ー
プ
７
人
～
８
人
で
組
を
作
り
、

当
番
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。
場
所
は

三
保
の
松
原
よ
り
灯
台
方
面
に
あ
る

「
三
保
松
原
自
転
車
道
」
で
す
。
道

路
に
積
も
っ
た
松
葉
の
清
掃
と
、
季

節
に
よ
っ
て
生
え
る
雑
草
取
り
が

主
な
作
業
で
す
。

８
月
の
暑
い
時

期
や
1
月
・
２

月
の
寒
い
日
で

も
心
地
良
い
汗

を
か
き
な
が
ら
、

仲
間
同
士
の
お

し
ゃ
べ
り
も
楽

し
み
、
一
時
間

余
り
富
士
山
を

背
に
清
掃
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

終
わ
っ
た
時
の

す
が
す
が
し
さ

は
格
別
で
す
。

そ
の
他
の
活

動
と
し
て
、
静

岡
市
が
推
奨
す

る
健
康
体
操
の
一
つ「
で
ん
伝
体
操
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
体
操
は
令
和
元

年
よ
り
始
め
、
コ
ロ
ナ
の
時
は
少
し

中
断
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
復
活
。

25
名
の
会
員
の
内
、
15
～
18
人
く
ら

い
が
参
加
し
て
い
ま
す
。会
場
は「
三

保
交
流
館
」
で
、
毎
週
水
曜
日
に
一

時
間
ほ
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使

い
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
写
し
体
操
を

し
て
い
ま
す
。「
歩
行
中
の
つ
ま
ず

き
」
防
止
、「
寝
た
き
り
」
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
皆
さ
ん
は
つ
ら
つ
と

体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
会
員
増
強
を
目
指

し
、
会
員
同
士
親
睦
を
深
め
な
が
ら

頑
張
っ
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。



こ
ん
な
こ
と
し
て
い
ま
す
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45
年
の
鉄
道
生
活
を
終
了

し
、
第
二
の
人
生
を
求
め
て
そ

の
一
部
に
、
元
々
興
味
の
あ
っ

た
絵
画
制
作
を
加
え
ま
し
た
。

最
初
は
立
方
体
と
か
水
瓶
を
描

き
、
形
を
描
く
こ
と
は
正
確
性

が
養
わ
れ
、
同
時
に
色
や
影
を
見
極
め
る
奥
深
さ
を
感
じ

て
お
り
ま
し
た
。

一
枚
の
絵
に
何
を
主
張
す
る
か
、
他
の
人
が
理
解
し
て

く
れ
な
け
れ
ば
意
味
の
な
い
作
品
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
絵
に
訴
え
る
事
を
表
現
し
て
見
せ
る
一
例
と
し
て
地

球
温
暖
化
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
、
流

木
、
牛
頭
を
描
き
ま
し
た
。
県
展
に
出
品
し
て
県
立
美
術

館
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、駿
府
公
園
お
よ
び
城
北
公
園
に
展
示
さ
れ
て
い

た
蒸
気
機
関
車（
デ
コ
イ
チ
）が
北
海
道
の
雪
の
山
中
を
邁

進
し
て
い
る
姿
を
描
き
ま
し
た
。岐
阜
の
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
に
展
示
予
定
が
コ
ロ
ナ
で
中
止
と
な
り
残
念
で
し
た
。

今
後
、
ま
だ
ま
だ
絵
を
絵
描
い
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

静
岡
に
就
職
で
61
年
目
、

自
営
業
の
石
川
と
出
会
い

田
町
で
57
年
、
子
ど
も
４

人
、孫
９
人
賑
や
か
で
す
。

大
変
な
時
期
も
あ
っ
た
け
ど
、こ
れ
も
思
い
出
で
す
。

子
育
て
し
な
が
ら
40
代
か
ら
の
趣
味
で
、手
芸
・
パ
ソ
コ

ン
・
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
・
着
物
リ
メ
イ
ク
・
輪
投
げ
・
G
ゴ
ル

フ
と
、シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・
自
治
会
・
社
協
で
忙
し
い
日
々
で
す
。

学
習
セ
ン
タ
ー
・
交
流
館
・
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
等
で
手
芸

を
教
え
た
方
は
２
５
０
名
程
に
な
り
ま
す
。
そ
の
方
達
が

作
品
展
に
出
品
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
の
を
励
み
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
も
10
年
前
は
葵
区
で
４
０
０
０
人
以
上

の
会
員
で
し
た
。
令
和
７
年
度
は
１
７
３
０
人
と
コ
ロ
ナ

禍
で
会
員
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。趣
味
の
会
で
楽
し
く
活

動
出
来
る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
す
る
こ
と
に
生
き
甲
斐
を
持

ち
、何
歳
ま
で
こ
の
趣
味
が
続
け
ら
れ

る
で
し
ょ
う
か
？
…

大
勢
の
会
員
さ

ん
に
出
会
え
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

葵
区

田
町
学
区

第
二
長
生
会

会
長

石
川

和
惠

趣
味
を
生
き
甲
斐
と
し
て
四
十
年

駿
河
区

南
部
学
区

石
田
中
恵
美
会

由
井

捷と
し
お夫

絵
描
く
楽
し
み

クラフトバンド・手提げバッグ作り

ネックレスとお洋服は
ご自分の手作り

地球温暖化（60号サイズ）

邁進（50号サイズ）



静
岡
の
元
気
人
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ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
当
日
、
昼
食

時
に
時
間
を
い
た
だ
き
お
話
を
聞

か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

高
山
さ
ん
は
昭
和
10
年
生
ま
れ

で
90
歳
。
記
念
の
メ
ダ
ル
を
今
日

手
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

（
清
水
区
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
で
は
毎

回
90
歳
に
な
ら
れ
た
方
に
メ
ダ
ル

を
授
与
し
て
い
ま
す
）

生
ま
れ
は
小
島
町

で
、
小
中
学
校
は
地

元
の
学
校
を
卒
業
。

野
球
と
卓
球
の
ク
ラ

ブ
に
所
属
し
、
卓
球
で
は
庵
原
郡

の
大
会
に
も
出
場
す
る
ほ
ど
の
実

力
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

子
ど
も
の
頃
は
20
人
位
の
仲
間

と
手
作
り
で
竹
の
鉄
砲
を
作
り
、

山
の
中
な
ど
で
「
戦
争
ご
っ
こ
」

を
し
て
遊
ぶ
や
ん
ち
ゃ
坊
主
だ
っ

た
と
の
事
。

50
歳
頃
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
教
室
に

通
い
、
市
民
文
化
会
館
・
テ
ル
サ
・

マ
リ
ナ
ー
ト
な
ど
数
多
く
の
会
場

で
自
慢
の
喉
を
競
い
合
い
、
カ
ラ

オ
ケ
仲
間
と
は
フ
ェ
リ
ー
で
土
肥

温
泉
、
梅
ヶ
島
温
泉
な
ど
へ
出
か

け
た
楽
し
い
思
い
出
が
沢
山
あ
る

と
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

今
で
も
、地
元
白
髭
神
社
の
秋

祭
り
で
は
、カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上

げ
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

ク
ロ
ッ
ケ
ー
も
30
年
近
く
続
け
て

い
て
、
区
の
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
で

は
優
勝
の
経
験
も
あ
る
と
の
事
で

し
た
が
、
今
日
の
大
会
で
は
惜
し

く
も
予
選
落
ち
で
し
た
。

自
治
会
の
副
会
長
を
2
期
4

年
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
会
長
も
6

年
務
め
表
彰
も
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
の
秘
訣
は
特
に
な
い
そ
う

で
す
が
、
入
江
地
区
伝
統
の
朝
の

ラ
ジ
オ
体
操
は
欠
か
さ
な
い
し
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
も
週
3
回

か
4
回
は
参
加
。
好
き
な
晩
酌
は

毎
日
。（
最
近
は
少
し
量
を
減
ら

し
て
い
る
そ
う
で
す
が
…
）

こ
れ
か
ら
も
カ
ラ
オ
ケ
仲
間
と

の
お
付
き
合
い
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
と
も
楽
し
く
活
動
し
、

「
１
０
０
歳
を
目
標
に
健
康
第
一
、

マ
イ
ペ
ー
ス
で
行
く
」
と
元
気
に

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
西
ヶ
谷
光
男
）

連載シリーズ － 第38回 －

高山　久夫さん（90歳）
清水区　入江地区
大曲長寿会

静岡の
元気人

年齢は重ねてもカラオケで自慢の歌を披露！
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通
称「
お

と
う
け
ん
さ

ん
」と
呼
ば
れ

て
い
る「
洞
慶

院
」は
、静
岡

に
在
住
す
る

人
な
ら
一
度

は
訪
れ
た
こ

と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

冬
に
は
ろ
う
ば
い
、
春
が
近
づ
く

と
４
０
０
本
の
紅
白
の
梅
見
客
で

賑
わ
い
ま
す
。
秋
に
は
紅
葉
が
美

し
く
、
自
然
環
境
の
中
に
あ
っ
て

折
々
に
私
達
を
招
き
入
れ
て
く
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

静
岡
駅
よ
り
静
鉄
バ
ス
藁
科

線
で
約
30
分
、「
羽
鳥
」
で
下
車
、

久
住
谷
川
沿
い
を
山
に
向
か
っ
て

約
２
キ
ロ
て
く
て
く
歩
く
と
参
道

の
杉
の
大
木
と
寺
の
専
用
駐
車
場

に
着
き
ま
す
。

静岡の旅

曹洞宗　久住山　洞慶院

第２９回
旅静

とうけいいん

参
道
を
さ
ら
に
進
む

と
苔
む
す
石
橋
を
囲
む

よ
う
に
樹
齢
３
５
０
年

と
称
さ
れ
る
４
本
の
杉

の
大
木
が
天
高
く
聳
え

立
ち
誠
に
見
事
。正
面
に
急
角
度

の
石
段
が
あ
り
、
や
っ
と
の
思
い

で
登
り
き
る
と
広
い
境
内
に
出
ま

し
た
。ご
本
尊
「
千
手
千
眼
観
世

音
菩
薩
」に
手
を
合
わ
せ
、
汗
を

ぬ
ぐ
い
一
休
み
。「
本
堂
」手
前
の

木
製
の「
常
夜
灯
」は
、珍
し
い
。

ご
住
職
の
お
話
に
よ
れ
ば
、
も

と
は
真
言
宗
「
喜
慶
庵
」
と
呼
ば

れ
、
１
４
５
２
年
に
曹
洞
宗
「
洞

慶
院
」
と
改
宗
さ
れ
た
と
の
事
。

寺
内
に
は
見
ど
こ
ろ
が

多
く
、巣
鴨
の「
と
げ
ぬ
き

地
蔵
」の
よ
う
な「
根
切
り

地
蔵
尊
」。「
烏う

瑟す

沙さ

摩ま

明

王
堂
」
に
は
、ト
イ
レ
の
神

様
が
祀
ら
れ
、老
後
の
下
の

世
話
に
な
ら
な
い
為
に
お

参
り
す
る
人
が
多
い
と
か
。

トイレの神様「烏瑟沙摩
明王」が祀られている

東海屈指の梅園
（今は新緑が眩しい）

私
も
そ
の
仏
様
に
手
を
合
わ
せ
、

今
の
健
康
に
感
謝
し
ま
し
た
。
奥

に
は
「
鐘
楼
」
が
あ
り
大
晦
日
は

誰
で
も
除
夜
の
鐘
が
つ
け
朝
方
ま

で
鳴
り
響
く
そ
う
で
す
。

仏
教
の
讃
美
歌
「
梅
花
流
御
詠

歌
発
祥
の
碑
」な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

坐
禅
堂
は
当
山「
第
６
世
廉
芳

和
尚
」が
長
野
県
の
下
某
寺
院
の

衆
寮（
３
５
０
年
前
の
も
の
）を
譲

り
受
け
、昭
和
48
年
末
に
改
装
。

こ
の
お
方
は
後
に
、「
大
本
山
永
平

寺
」
第
77
世
貫
首
に
な
ら
れ
た
と

伺
い
ま
し
た
。

夏
に
は
東
の
渓
流
に
ホ
タ
ル
も

舞
う
と
の
事
。是
非
お
出
か
け
下

さ
い
。駐
車
場
に
は
、境
内
の
案
内

板
が
あ
り
、事
務
所
に
は
、パ
ン
フ

レ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。分
か
ら
な
い

こ
と
は
ご
住
職
に
お
聞
き
く
だ
さ

い
。き
っ
と
楽
し
い
出
会
い
が
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。（
安
藏

忠
夫
）



シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
の
活
動
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ふ
じ
さ
ん
っ
こ
応
援
隊
モ
デ
ル
事
業

シ
ニ
ア
の
豊
か
な
経
験
を
生
か
し
て
子
育
て
を
応
援

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
、
高
齢
者

の
持
つ
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
生

か
し
て
、
各
地
域
に
お
い
て
世
代

間
交
流
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
次
の
３
つ
の
事
業
に
対
し

て
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

①
葵
区

　
　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

橘
小
学
校
の
児
童
た
ち
に
、
け

ん
玉
や
あ
や
と
り
な
ど
の
昔
の
遊

び
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

田
町
小
学
校

の
児
童
た
ち
に

ペ
タ
ン
ク
競
技

に
ふ
れ
合
う
楽

し
さ
を
体
験
し

て
も
ら
い
ま
し

た
。

②
田
町
学
区

　
　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

③
駒
越
地
区

　
　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

駒
越
小
学
校
の
児
童
た
ち
に
ペ

タ
ン
ク
競
技
に
ふ
れ
合
う
楽
し
さ

を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
事
業
も
児
童
に
と
っ

て
は
じ
め
て
の
体
験
で
し

た
が
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会

員
が
優
し
く
指
導
し
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。



͸੩Ԭ市老ਓΫϥͪͨࢲ ϒ 連 ߹ ձ ͷ ׆ ಈ Λ Ԡ ԉ ͠ ͯ ͍ · ͢

ୈ �� ߸ʢ��ʣ市 老 連 だ よ り令和 7 年 7 月発行

はがきに答え、住所、氏名、電話、所属クラブをご記入の上、ご応募ください。
正解者には抽選で 10 名の方に記念品を差し上げます。また、ご意見・ご要望もお書きください。
締切は 令和７年 11月 14 日（金）　（当日消印有効）です。

応 募 方 法

【応募先】
〒４２０−０８５４　静岡市葵区城内町１番１号　静岡市中央福祉センター３階　シニアクラブ静岡市事務局

1. 糸を縦・横に組み合わせて織ったもの。
2. のんびりしていること。のんきなこと。
3. 計算の順序や関係・法則などを記号や数字で表したもの。
5. 壊れていたむこと。「〇〇〇個所」
7. 建物などの場所を変えること。引っこし。
8. 英語でカギのこと。
10. 出来事を伝えるために、新聞や雑誌に書いた文章。

タ
テ
の
か
ぎ

2. ある行為をしてはいけないと止めること。「外出〇〇〇」
4. 建物がなく、草が一面に生えた広い平地。
6. 君主・天皇がその位につくこと。
8. 非常に重く、黄色いつやを持つ金属。ゴールド。
9. いくさや競争の相手。害を与える存在。
11. 軍隊や戦争に関する事がら。

ヨ
コ
の
か
ぎ

A から Eの順に並べると、
ひとつのことばになります。 A CB D E

解　答

2. ある行為をしてはいけないと止めること。「外出〇〇〇」

高齢者むけ健康レシピ！ヨーグルトとフルーツのパフェ
《材　料》（1人分）
・プレーンヨーグルト : 200g
・バナナ : 1 本
・キウイ : 1 個
・ブルーベリー :50g
・ハチミツ : 小さじ 1
・ナッツ類
　（アレルギーがなければ）: 適量

《作り方》
①バナナとキウイを一口大にカットします。
②グラスにプレーンヨーグルトを入れ、その上にカットしたフルーツと
　ブルーベリーを順に重ねます。
③最後にハチミツをかけ、お好みでナッツをトッピングして完成です。
《ポイント》
ヨーグルトは消化に良く、カルシウムも豊富です。フルーツでビタミン
C や食物繊維を摂取でき、ナッツで良質な脂質を補えます。

〒422-8067 静岡市駿河区南町 10-6 村上駅南ビル 7階
TEL 054-283-5424  FAX 054-283-5626
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会
員
文
芸

俳

句

清
水
区

辻
地
区

辻
六
区
長
寿
会

平
岡
美
恵
子

雪
ど
け
の
富
士
を
眺
め
て
和
む
道

葵
区

安
東
学
区

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

飯
田

正
弘

老
木
や
一
輪
刻
み
春
を
待
つ

清
水
区

入
江
地
区

追
分
三
丁
目
寿
会

小
林

純
子

観
梅
も
観
桜
も
愛め

で
柿
若
葉

清
水
区

清
水
地
区

八
千
代
町
長
寿
会

西
ヶ
谷
光
男

若
芝
に
球
足
楽
し
ク
ロ
ッ
ケ
ー

葵
区

田
町
学
区

第
二
長
生
会

遠
藤

昭
二

根
切
虫
桜
を
枯
ら
し
昭
和
去
る

葵
区

安
東
学
区

寿
会

瀬
本

玉
子

初
物
の
筍
ご
飯
香
り
立
つ

葵
区

安
東
学
区

寿
会

滝
浪

信
恵

茗
荷
竹
庭
の
片
隅
独
り
占
め

葵
区

安
東
学
区

さ
つ
き
会

杉
山

篤
男

一
斉
に
目
覚
む
万
物
木
の
芽
時

葵
区

安
東
学
区

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

倉
戸

照
夫

老
い
て
な
ほ
振
り
向
か
ず
生
く
五
月
晴

葵
区

安
東
学
区

し
の
の
め
ク
ラ
ブ

朝
倉

司
朗

筍
飯
ほ
う
ば
る
老
い
の
宴
か
な

葵
区

安
東
学
区

し
の
の
め
ク
ラ
ブ

鈴
木

健
仁

病
窓
に
立
つ
ダ
ン
デ
ィ
の
雪
解
富
士

葵
区

駒
形
学
区

駒
形
あ
お
い
会

西
澤

久
義

バ
ラ
園
に
わ
が
世
の
春
と
蝶
が
舞
う

葵
区

美
和
学
区

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

川
井　
　

曻

巡
り
来
て
新
茶
の
香
り
若
返
り

葵
区

美
和
学
区

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

岩
田

幸
子

奥
長
路
段
の
茶
畑
緑
さ
す

葵
区

美
和
学
区

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

三
重
野
隆
志

元
気
よ
く
茶
の
海
原
を
五
月
鯉

葵
区

美
和
学
区

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

前
田
か
ね
子

サ
ク
ラ
咲
き
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
軽
快
に

葵
区

美
和
学
区

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

山
田

眞
平

房
の
ま
ま
降
り
敷
く
桜
八
重
の
花

葵
区

美
和
学
区

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

鈴
木

行
雄

宴
過
ぎ
浮
き
立
つ
世
み
る
卯
月
か
な

葵
区

美
和
学
区

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

小
原

民
子

波
光
り
蓮
華
寺
池
の
鯉
の
ぼ
り

葵
区

美
和
学
区

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

洞
口

陽
子

バ
ラ
一
輪
独
り
の
庭
に
楚
々
と
咲
く

葵
区

美
和
学
区

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

鈴
木
冨
美
子

春
の
風
め
だ
か
の
針
子
水
草
揺
れ
る

葵
区

美
和
学
区

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

井
芹

光
子

プ
ー
チ
ン
の
心
に
届
け
平
和
鯉
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葵
区

美
和
学
区

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

城
内

良
子

ア
ラ
、
嬉
し
笑
顔
が
香
る
心
の
花
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原 稿 募 集
◎短歌・俳句・川柳を寄稿ください。
　※なお多くの方々の作品を掲載したいため
　　1 人各 1 点でお願いします。

◎楷書で正確にご記入下さい。

◎原稿には本文の前に題名・学地区・クラブ
　名・筆者・電話番号も必ずご記入ください。

◎原稿の採否・一部削除などは広報専門委員
　会にお任せ願います。

◎原稿はお返しいたしませんので、あらかじ
　めコピーをとっておいてください。

◎「この記事が良かった」「こんな記事が読
　みたい（特集を組んでほしい）」など、ご意
　見、ご要望お待ちしています。
（紙面上にて適宜ご紹介させていただきます）

〒420-0854
　静岡市葵区城内町1番 1号
　静岡市中央福祉センター3階

シニアクラブ静岡市事務局
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近日募集予定！
お楽しみに！

　日本で唯一湖上を渡るかんざんじロープウェイを使
い穏やかで広大な浜名湖や、沢山の美しい花や木々を
間近に感じながらウォーキングを楽しみます。

第９回シニアクラブ静岡市

交流ウォーキング開催！
2025年 11月 28日（金）

〜晩秋の舘山寺　大草山散策〜




